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平成26年度の予算が第１回定例会で可決されました。
今年度は、「笑顔あふれるまち、着実に成長するまち」を目指し、定住人口の増加・地域経済の活性化・安全
で安心なまちづくりを施策の重点として取り組みます。

　

今
年
は
、
明
治
17
年
に
広
島
県
人
和
田
郁
次

郎
翁
ら
１
０
３
人
が
一
村
創
建
を
目
指
し
て
入

植
し
て
か
ら
、
１
３
０
年
と
い
う
節
目
の
年
に

当
た
り
ま
す
。
ま
ち
の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち

の
労
苦
に
対
し
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
あ
ら
た
め
て
当
市
を
取
り
巻
く
状
況
を

認
識
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
当
市
に
お

い
て
も
緩
や
か
な
人
口
減
少
が
進
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
へ
の
影
響
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
定
住
人
口
の
増
加
に

向
け
た
取
り
組
み
が
最
優
先
の
課
題
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
当
た
り
、
現

在
、
直
面
し
て
い
る
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
向

け
た
施
策
に
つ
い
て
整
理
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
重
点
的
に
進
め
る
施
策
と
し
て

「
定
住
人
口
の
増
加
」
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
て
は
、
当
市
が
持

つ
高
い
都
市
機
能
な
ど
の
優
位
性
を
生
か
し
、

多
様
な
媒
体
に
よ
る
ま
ち
の
魅
力
の
発
信
、
住

宅
購
入
支
援
助
成
金
制
度
の
新
規
創
設
、
子
育

て
や
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
若
年
層

の
新
た
な
雇
用
に
対
す
る
助
成
の
実
施
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
継
続
な
ど
、
市
内
の

商
工
業
の
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
は
、
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
や

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の
改
修
・
補
修
、
自

主
防
災
組
織
の
設
立
促
進
な
ど
防
災
・
減
災
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
当
市
で
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
に

は
、
素
晴
ら
し
い
人
材
や
豊
か
に
息
づ
く
緑
、

ゆ
と
り
あ
る
住
宅
環
境
、
恵
ま
れ
た
交
通
環
境

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の

資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
資
源
を
生
か
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
に
努
め
な
が
ら
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
で
き
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
、
着
実
に
成
長
す
る
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
全
力
投
球
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　

北
広
島
市
長　
　

上　

野　

正　

三

北広島のまちづくり平成26年度
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平
成
26
年
度
の
全
会
計
の
予
算
総
額
は
３
７

８
億
７
７
６
２
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
18

億
６
６
４
９
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

予
算
は
、
定
住
人
口
の
増
加
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
重
点

施
策
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
助
成
金
制
度

や
若
年
層
新
規
雇
用
助
成
制
度
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
増
員
な
ど
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の

大
規
模
改
修
や
、
国
保
・
介
護
保
険
会
計
の
保

険
給
付
費
の
増
加
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

会計別予算額

会　計　名 平成26年度
当初予算額

平成25年度
当初予算額 増　減 増減率

（％）
一 般 会 計 220億3,310万円 212億1,865万円 8億1,445万円 3.8

特
別
会
計

国民健康保険 74億3,872万円 70億8,251万円 3億5,621万円 5.0
下 水 道 事 業 18億9,820万円 19億5,154万円 -5,334万円 -2.7
霊 園 事 業 5,299万円 1億0,383万円 -5,084万円 -49.0
介 護 保 険 37億1,583万円 32億8,430万円 4億3,153万円 13.1
後期高齢者医療 7億7,481万円 7億2,029万円 5,452万円 7.6
小 計 138億8,055万円 131億4,247万円 7億3,808万円 5.6

水 道 事 業 会 計 19億6,397万円 16億5,001万円 3億1,396万円 19.0
合 計 378億7,762万円 360億1,113万円 18億6,649万円 5.2

＊千円単位以下は四捨五入などで表示しています。

平
成
26
年
度
の
予
算

平成26年度一般会計の概要

総額 220億3,310万円歳入

市税
72億8,042万円

地方交付税など
54億3,493万円

国・道支出金
47億3,768万円

その他
17億7,117万円

市債
28億0,890万円
（うち臨時財政対策債
　10億9,990万円）

個人市民税の減と、法人
市民税の増を見込みました。
全体では昨年度予算と比
べて、約5,000万円の増
を見込みました。

各種交付金は微減から横
ばいの見込みです。消費
税交付金や地方交付税は
一定の伸びを見込み、全
体では約２億8,000万円
の増を見込みました。

公共施設を改修するため
の建設事業債などにより、
全体で6,200万円の増を
見込みました。

臨時福祉給付金や障がい
福祉サービスの充実など
により、昨年度と比べて
約５億8,000万円増加し
ました。

市営住宅共栄団地の建て
替えなどにより、約２億
7,000万円増加しました。

中央公民館の大規模改修
や小中学校の大規模改修・
耐震補強などにより、約
４億1,000万円増加しま
した。

第６期最終処分場の造成
などにより、約５億8,000
万円増加しました。

民生費
75億8,353万円

職員費
38億2,538万円

総額 220億3,310万円歳出
公債費
25億3,429万円

土木費
24億8,080万円

教育費
18億5,959万円

衛生費
17億4,825万円

その他
20億0,126万円
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今年度に完成する輪厚工業団地への企
業誘致活動を積極的に行います。

輪厚工業団地の造成、分譲継続

186万円予算額

新たに就農する方に、農地賃借料の経
費を補助します。

新規就農者への経営安定
支援

新規

75万円予算額371万円予算額

集客・宿泊施設と連携して、当市の魅
力を体験・体感できる観光事業を推進
します。

都市型観光の推進拡大

市内の中小企業が行う、若年層世代の
新規雇用に対して助成金を交付します。

若年層新規雇用の助成新規

450万円予算額

拡大

住宅リフォーム費用の一部として、最
大10万円の助成金を引き続き交付します。

住宅リフォーム支援

1,404万円予算額

新規 シティセールスの推進

雑誌やテレビ広告など、多様なメディ
アを通じたプロモーション活動でまち
の魅力を発信します。

556万円予算額

拡大 要保護・準要保護世帯の
児童・生徒への援助拡大

生活保護世帯や経済的困窮世帯の児童 ・
生徒の援助の費目に、ＰＴＡ会費やク
ラブ活動費、生徒会費を追加します。

1,362万円予算額

継続 西の里第２学童クラブの
開設

西の里東２丁目に、西の里地区で２カ
所目の学童クラブを開設します。

1,042万円予算額

特別な支援を必要とする子どもたちに
対応する支援員を、12人から16人に増
員します。

特別支援教育の推進継続

3,492万円予算額

小・中学校で「より分かる授業」に向
けて、授業補助員の配置時間を150時
間から20 0時間に拡大します。

授業補助員の配置拡大継続

794万円予算額

拡大 医療給付事業システムの
改修

子ども医療費の通院助成対象を拡大す
るため、システムの改修などを行います。

676万円予算額

新規 おためし移住の実施

移住体験で、当市への理解を深めても
らいます。モニターとしての意見をま
ちの魅力の情報発信などに生かします。

157万円予算額

新規 ファーストマイホーム購
入支援

市内に初めて住宅を購入して定住する
50歳未満で、世帯に18歳以下の子ども
がいる方を対象に助成金を交付します。

1,509万円予算額

1,191万円予算額

継続 北広島団地児童センター
の開設

広葉交流センターに、市内で３カ所目
の児童センターを開設します。

事業の一部を紹介します。詳しくは、市のホームページ「市役所ご案内→行政資料室→市の各種計画→総合計画関係→北広島
市総合計画（第５次）推進計画《平成26～28年度》」をご覧ください。

北広島のまちづくり　今年度の主な事業

緩やかに人口が減少する中、持続可能な
都市経営に向けて、「住み続けたいまち
北広島」の魅力を発信します。子育て支
援や教育環境の充実など、定住人口の増
加に向けた施策を実施します。

定住人口の増加

「活気ある産業の創造」を目指し、地域
資源を生かした雇用の創出や産業の振興
など、地域経済の活性化を推進します。

地域経済の活性化

大曲児童センターの例
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4億3,257万円予算額

冬期間の快適で安全な交通確保のため、
バス路線や通学路などの除雪体制を充
実させます。

除雪体制の充実継続

広島輪厚線や輪厚中の沢線、西の里中
学校通線などの道路を補修します。

舗装の補修継続

1億2,000万円予算額

災害に備え、防災資機材や食料品など
生活関連物資の備蓄と、自主防災組織
へ貸与する資機材を拡充します。

防災資機材の整備継続

1,006万円予算額

公営住宅の長寿命化継続

市営住宅広島団地３号棟の屋上防水や
外壁改修工事などを行います。

4,580万円予算額

北広島霊園内に市民が利用できる合葬
墓を整備するため、実施設計を行います。

合葬墓の整備新規

230万円予算額

継続 地域コミュニティの活性化

自治会・町内会への運営交付金を、１
世帯当たり100円増額します。

1,198万円予算額

道路ストックの総点検新規

市が維持管理する道路施設の安全性を
判断するため、橋や舗装、照明灯、大
型標識などを点検します。

1,303万円予算額

継続 新庁舎の建設

平成27年度中の建設工事着工に向けて、
実施設計を行います。

8,588万円予算額

平成28年度の改修工事に向けて、現況
などの調査を行います。

大曲ファミリー体育館の
改修

継続

510万円予算額

橋梁の長寿命化継続

市内77カ所の橋の点検や白樺陸橋の補
修設計、松葉陸橋の補修工事を行います。

8,468万円予算額

消防署大曲出張所新庁舎の開設や、西
の里出張所の水槽付き消防ポンプ自動
車を更新します。

消防体制の充実継続

9,230万円予算額

市営住宅共栄団地の建て替えを進め、
１号棟40戸の建設工事と２号棟の実施
設計を行います。

予算額 4億7,254万円

市営住宅共栄団地の建て
替え

継続

エレベーターの設置やバリアフリーな
どの大規模改修工事を行います。

大曲会館の大規模改修継続

7,056万円予算額

耐震化やバリアフリーなどの大規模改
修工事を行います。

中央公民館の大規模改修継続

2億8,867万円
予算額

　来年、道央地区８市町村の市民吹奏
楽団コンサートが北広島市で開催され

る予定です。
　新しくなった中央
公民館で開催できる
といいですね。

北広島市民吹奏楽団　   
　碓井　由美さん

リニューアルが楽しみです 1,340万円

大曲中、西の里中、東部中、大曲東小
の大規模改造工事に併せて、屋内体育

館のつり天
井や照明器
具、バスケ
ットゴール
など非構造
部材の耐震
化のため、
実施設計を
行います。

学校施設（体育館）非構
造部材の耐震化

新規

予算額

東日本大震災の教訓を踏まえ、さまざま
な防災・減災対策に取り組みます。また、
橋や道路の適正な維持管理、老朽化した
公共施設の改修など、安全で安心なまち
づくりを進めていきます。

安心で安全なまちづくり
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■
生
ご
み
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
処
理

　

市
で
は
、
生
ご
み
を
バ
イ
オ
ガ
ス
化
処
理

し
て
い
ま
す
。
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
る

生
ご
み
を
減
ら
し
、
処
分
場
の
延
命
化
や
、

カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
獣
被
害
の
防
止
、
メ
タ
ン

ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
で
す
。

　

生
ご
み
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
は
、

地
球
温
暖
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

ご
み
を
バ
イ
オ
ガ
ス
化
処
理
す
る
と
、
発
生

す
る
ガ
ス
を
処
理
施
設
内
で
利
用
で
き
る
た

め
、
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
73
％
の
方
が
バ
イ
オ

ガ
ス
化
処
理
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た（
グ

ラ
フ
１
）
。
し
か
し
、
生
ご
み
の
分
別
収
集

の
本
格
開
始
か
ら
２
年
以
上
が
た
ち
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
知
ら
な
い
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

特
に
、
居
住
年
数
が
３
年
未
満
の
方
の
約

半
数
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
市
外
か
ら
転
入
し
て
く

る
方
な
ど
に
対
す
る
啓
発
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

■
生
ご
み
の
処
理
状
況

　

66
％
の
方
が
、
生
ご
み
を
分
別
し
、
黄
色

の
指
定
ご
み
袋
で
出
し
て
い
ま
し
た
（
グ
ラ

フ
２
）
。
多
く
の
方
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
は
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
２
０
０
０
世
帯
で
、
９
６
９
世
帯
の
方

か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　近所の友人に教えてもらいました。
大きさがちょうど良いですよ。しば
らく使ったらプラスチックの容器包
装ごみとしても出せます。
　生ごみ用と、卵の殻など普通ごみ
で出すもの用の、２つのごみ入れや
三角コーナーなどを置けば、分別し
やすいですよ。

　

し
か
し
、
分
別
は
年
代
に
よ
っ
て
大
き
な

差
が
あ
り
ま
し
た
。
50
代
以
下
で
は
、
普
通

ご
み
で
出
す
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す（
グ

◆グラフ１
生ごみのバイオガス化処理を知っていましたか？

知っている
73％

知らなかった
25％

無回答2％

分別して
黄色の指定
ごみ袋で出す

66％

普通ごみ
で出す
16％

その時々で違う4％

ごみとして
出さない
（堆肥化など）
13％

◆グラフ２
生ごみをどのように処理していますか？

無回答1％

分別して黄色の
指定ごみ袋で出す

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代
以上

普通ごみで出す

その時々で違う
ごみとして出さない
（堆肥化など）

◆グラフ３
年代別の生ごみの処理状況

無回答

67％
65％
57％
58％
66％
66％
72％

33％
30％
33％
28％
22％
12％
7%

　昨年６月、ごみの分別や収集方法について市民
の皆さんがどのように考えているか、アンケート
を行いました。 調査結果がまとまったので概要を
お知らせします。

見上美智子さん（東共栄）
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■問合せ　環境課（☎ 372-3311 内線 827）

■
希
望
す
る
収
集
方
法

　

70
％
の
方
が
、
現
状
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
収
集
を
希
望
し
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
４
）。

戸
別
収
集
を
希
望
す
る
方
は
14
％
で
し
た
。

前
回
行
っ
た
平
成
21
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

と
比
較
し
て
も
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

年
代
別
に
見
る
と
、
特
に
50
代
以
上
で
、

戸
別
収
集
を
希
望
し
て
い
る
方
が
少
な
い
結

果
で
し
た
（
グ
ラ
フ
５
）
。

■
現
状
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
を
希
望

す
る
理
由

　

一
番
多
か
っ
た
の
は
、
収
集
経
費
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
、46
％
で
し
た（
グ

ラ
フ
６
）
。
次
い
で
、
ご
み
を
出
す
の
に
便

利
だ
か
ら
の
14
％
と
続
き
ま
す
。

■
戸
別
収
集
を
希
望
す
る
理
由

　

一
番
多
か
っ
た
の
は
、
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
守
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
、
42
％
で
し

た
（
グ
ラ
フ
７
）
。
次
い
で
、
ご
み
を
出
す

の
に
便
利
だ
か
ら
と
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
管
理
が
大
変
だ
か
ら
の
12
％
と
続
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
の
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
課
題
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
ご
み
の
分
別
や
ご
み
出
し

の
マ
ナ
ー
向
上
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
や
地
域
環
境
の
向
上
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆グラフ５
年代別の戸別収集を希望する割合

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代
以上

15％

12％

20％

23％

22％

33％

10％

◆グラフ４
ごみの収集は、どのような方法がいいですか？

70％
69％

7％
6％

1％
1％

現状のごみステーショ
ン収集

ごみステーションの数
を増やす

ごみステーションの数
を減らす

戸別収集
（玄関前からの収集）

無回答

14％
14％

8％
10％

Ｈ25年の回答

Ｈ21年の回答

ラ
フ
３
）
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
分
別
し
て
い

る
割
合
が
高
い
60
代
以
上
の
回
答
が
多
か
っ

た
た
め
、
全
体
の
分
別
状
況
が
良
い
結
果
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
50
代
以
下
へ
の
啓
発
が
特
に
重

要
で
す
。
４
月
か
ら
、
ご
み
に
関
す
る
情
報

紙
を
発
行
し
て
、
自
治
会
や
町
内
会
へ
回
覧

し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10％

11％

9％

◆グラフ６
現状のごみステーション収集を希望する理由は？

収集経費を抑えること
ができるから

ごみを出すのに便利だから

ごみ出しのルールを守
るようになるから
カラスなどに荒らされ
るから
自宅の前にごみを置き
たくないから

その他・無回答

46％

10％

4％

26％

◆グラフ７
戸別収集を希望する理由は？

ごみステーションの管
理が大変だから

ごみを出すのに便利だから

ごみ出しのルールを守
るようになるから

ごみステーションのそ
ばだと不公平だから
カラスなどに荒らされ
るから

その他・無回答

42％

4％

12％

12％●環境課
●各出張所
●市のホームページ
「くらしの情報→
ごみ・リサイクル」

14％



　

心
癒
や
さ
れ
る
風
景

　　

輪
厚
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
近
く
の
、
北
海
道
ら
し
い
風

景
が
広
が
る
丘
陵
地
。
そ
こ
に
宮

北
牧
場
が
あ
る
。
か
わ
い
ら
し
い

牛
の
絵
が
つ
い
た
看
板
と
犬
た
ち

が
迎
え
て
く
れ
た
。

　

資

源

循

環

の

輪

　

「
私
の
牧
場
で
は
牛
を
中
心
に

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
が
で
き
て

い
る
ん
で
す
よ
。
飼
料
を
自
分
の

牧
場
で
作
っ
て
い
ま
す
。
輸
入
飼

料
よ
り
安
全
で
す
か
ら
ね
」
と
話

す
宮
北
さ
ん
。

　

放
牧
さ
れ
た
牛
は
牧
草
を
食
べ

る
。
そ
の
ほ
か
畑
で
作
っ
た
デ
ン

ト
コ
ー
ン
を
サ
イ
レ
ー
ジ
化
さ
せ

る
。
今
ま
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て

捨
て
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

皮
や
規
格
外
品
、
お
か
ら
を
食
品

工
場
か
ら
仕
入
れ
飼
料
化
す
る
こ

と
に
挑
戦
。
そ
れ
ら
を
餌
と
し
て

与
え
て
い
る
。
そ
し
て
畑
で
は
牛

た
ち
の
ふ
ん
尿
が
堆
肥
に
な
り
、

乾
燥
お
で
い
と
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ

て
か
ら
ま
く
。
そ
こ
か
ら
デ
ン
ト

コ
ー
ン
な
ど
が
育
ち
、
再
び
サ
イ

レ
ー
ジ
化
さ
れ
て
牛
が
食
べ
る
。

こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
お
い
し
い

肉
を
消
費
者
が
食
べ
る
こ
と
で
、

循
環
の
輪
が
広
が
る
と
い
う
。

　

お
金
で
買
え
な
い
も
の

　

も
と
も
と
繁
殖
の
た
め
の
牧
場

だ
っ
た
が
、
生
産
し
た
も
の
を
直

接
消
費
者
に
届
け
た
い
と
肥
育
ま

で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
母
牛
の

お
な
か
の
中
で
２
８
０
日
間
。
子

牛
が
生
ま
れ
て
、
５
月
か
ら
半
年

間
広
い
土
地
で
放
牧
さ
せ
た
後
、

２
年
間
肥
育
さ
せ
る
。
牛
を
１
頭

出
荷
す
る
ま
で
に
３
・
４
年
か
か

る
。
気
の
長
い
仕
事
だ
。

　

「
宮
北
さ
ん
の
作
っ
た
牛
肉
は

お
い
し
い
ね
！　

そ
う
言
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
。

自
分
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
金
で
は
買
え
な
い
も
の
で
す
」

と
熱
く
語
る
。

　

そ
ん
な
安
全
で
お
い
し
い
牛
肉

だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
通
信
販
売
で

し
か
買
え
な
い
の
だ
そ
う
。
地
元

北
広
島
の
皆
さ
ん
に
も
、
身
近
な

場
所
で
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
―
と
願
っ
て
い
る
。

　

過
去
を
振
り
返
る

　

宮
北
家
は
曽
祖
父
が
北
海
道
に

渡
り
開
拓
し
、
祖
父
の
時
代
か
ら

牛
の
品
種
で
あ
る
ア
ン
ガ
ス
種
を

飼
い
、
父
が
現
在
の
場
所
に
牧
場

を
開
い
た
。
そ
の
父
が
１
月
に
亡

く
な
っ
た
。
宮
北
さ
ん
は
10
年
以

上
牧
場
を
任
せ
て
も
ら
い
、
支
障

な
く
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
。

　

30
代
は
振
り
返
ら
ず
、
が
む
し

ゃ
ら
に
前
だ
け
を
向
い
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
後
ろ
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
先
代
が
築
い
て
く
れ
た
歴

史
を
再
認
識
し
た
い
の
だ
そ
う
。

　

北
広
島
へ
の
思
い
。
そ
し
て
夢

　　

北
広
島
に
ず
っ
と
住
み
続
け
て

い
る
。
「
札
幌
な
ど
の
大
都
市
が

近
い
の
に
、緑
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
」
と
魅
力

を
話
し
て
く
れ
た
。

　

２
月
に
西
部
小
学
校
で
行
わ
れ

た
北
広
島
の
食
材
を
使
う
調
理
実

習
で
牛
肉
を
提
供
し
、
焼
い
て
食

べ
て
も
ら
っ
た
。
終
了
後
、
児
童

か
ら
お
礼
の
文
集
が
届
い
た
。「
牛

さ
ん
か
ら
命
を
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
」
な
ど
子
ど

も
ら
し
い
文
が
多
く
、
素
直
に
感

動
し
た
そ
う
。

　

最
後
に
宮
北
さ
ん
が
作
っ
た
牛

肉
が
、
北
広
島
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
か
聞
い
た
。
「
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開
業
し
て
提
供
で
き
た

ら
い
い
で
す
ね
。
娘
が
成
長
し
た

ら
妻
と
一
緒
に
や
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
や
手
作
り
ケ

ー
キ
も
味
わ
え
て
、
２
階
か
ら
牛

の
放
牧
が
眺
め
ら
れ
る
よ
う
な
癒

や
し
の
空
間
を
作
り
た
い
で
す
。

私
の
夢
と
い
う
よ
り
は
、
家
族
の

夢
で
す
ね
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に

笑
っ
た
。
熱
い
気
持
ち
と
行
動
力

で
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
。　

みやきた・てる
輪厚在住。
畜産農家・宮北牧場の４代目。
大学卒業後、アメリカ合衆国中
西部で肉牛生産を学び、平成11
年から宮北牧場を継ぐ。飼料は
100％自給で、アンガス種の生

安心・安全な肉にこだわる

宮北　輝さん

広々とした環境で、牛が伸び
伸び育っている

昨年、第３回北海道肉専用種
枝肉共励会のアンガス部門で
赤身賞を受賞した

＊１…食肉を生産するために、家畜を太らせること。
＊２…牧草ロールやサイロなどで乳酸発酵させて貯蔵した飼料のこと。

＊
２

産から肥育まで行う。食の安全
に関しては強いこだわりがある。

＊１
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東
部
中
学
校
生
徒
会
で
は
文
化
委
員
を
中
心
に
、
季
節

の
行
事
ご
と
に
学
校
を
明
る
く
す
る
飾
り
付
け
を
し
て
い

ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
、
ひ
な
祭

り
に
は
ひ
な
壇
を
、
端た

ん
ご午
の
節
句
に
は
ホ
ー
ル
に
こ
い
の

ぼ
り
を
、
七
夕
に
は
短
冊
に
生
徒
の
皆
さ
ん
に
願
い
事
を

書
い
て
も
ら
い
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
行
事
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
文
化
便
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
ク

リ
ス
マ
ス
に
は
、
ホ

ー
ル
の
ツ
リ
ー
だ
け

で
な
く
、
各
教
室
の

廊
下
も
装
飾
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
は
ホ
ー
ル
だ

け
で
な
く
、
装
飾
で

も
っ
と
学
校
の
雰
囲

気
を
明
る
く
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

　
冬
―
白
銀
の
雪
原
に
は
エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ

の
小
さ
な
足
跡
が
。
キ
タ
キ
ツ
ネ
も
木
立
ち

の
間
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
。
越
冬
の
た
め
に
渡

っ
て
来
た
ツ
グ
ミ
が
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
を

つ
い
ば
む
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
内
の
四
季
折
々
の
生
き

物
を
観
察
す
る
サ
ー
ク
ル
の
一
つ
が
「
北
広

島
森
の
倶く

ら

ぶ

楽
部
」
で
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
や
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
で
自
然

観
察
会
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
っ
て
い
ま
す
。

「
身
近
に
こ
ん
な
豊
か
な
自
然
が
あ
る
な
ん

て
」
と
大
人
気
。
代
表
の
筒
井
宣
昭
さ
ん
は

「
北
広
島
の
生
き
物
の
生
態
を
知
り
、
自
然

の
魅
力
を
発
信
し
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
環
境
課
で
は
、
自
然
観
察
の
参
考
に
な
る

「
か
ん
き
ょ
う
マ
ッ
プ
」
な
ど
の
資
料
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
森
や
公
園
を
歩

き
、自
然
の
躍
動
を
感
じ
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
昔
か
ら
よ
く
、

「
カ
ッ
コ
ウ
が
鳴
い
た
ら
畑
に
種
ま
き
を
す

る
」
「
キ
タ
コ
ブ
シ
の
花
が
た
く
さ
ん
付
く

と
来
年
は
豊
作
だ
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
人
々

は
自
然
か
ら
季
節
を
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

北
広
島
の
自
然
環
境
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
春
―
エ
ゾ
リ
ス
の
つ
が
い
が
、
木
か
ら
木

へ
と
走
り
回
り
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
の
美
し
い

さ
え
ず
り
。
土
の
中
で
は
、
虫
た
ち
が
眠
り

か
ら
覚
め
、
動
き
出
し
ま
す
。

　
夏
―
初
夏
に
は
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
大
合
唱
。

ア
マ
ガ
エ
ル
も
元
気
に
鳴
き
ま
す
。
ヒ
ス
イ

色
の
カ
ワ
セ
ミ
は
絵
か
ら
抜
け
出
し
た
よ
う
。

盛
夏
に
は
、
ホ
タ
ル
の
幻
想
的
な
光
が
湿
地

を
舞
い
ま
す
。

　
秋
―
一
番
星
が
輝
く
こ
ろ
に
浮
か
ぶ
エ
ゾ

フ
ク
ロ
ウ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。
オ
ニ
ヤ
ン
マ
も

飛
び
交
い
ま
す
。
紅
葉
も
色
鮮
や
か
。

　

キタキツネ

エゾフクロウ

オニヤンマ

アマガエル

ウグイス

エゾリス

自
然
が
季
節
を
教
え
て
く
れ
る

東部中学校３年

臼井理人さん
（文化委員長）

季節を感じる事
ができる学校に

ウグイス

アマガエル

オニヤンマ

エゾフクロウ

キタキツネ 写真提供：北広島森の倶楽部会員　森下徹さん ミズバショウ・南の里緑地

エゾリス

みんなで協力して、ひな人形を飾りました

⑨ 広報 北広島－2014.4.1　
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配食サービスを利用する川合春子さん（南町）

サービス名 対象 内容 問合せ
配食サービス 食事を作るのが困難で、家族から

の支援が受けられない高齢者か障
がい者だけの世帯

夕食の弁当を届けます
１食400円、年末年始を除き毎日利用できます

高齢者
支援課
内線805

訪問理容
サービス

寝たきりの高齢者か、重度の身体
障がい者

理容師が訪問して散髪します
１回1,000円、年６回まで利用できます

紙おむつ
購入助成

常時紙おむつを使用している高齢
者か重度の身体・知的障がい者

市内の薬局などで使用できる紙おむつ購入助成券を交
付します。年額で、住民税課税世帯は３万円、非課税
世帯は６万円です

テレホン
サービス　

１人暮らしの高齢者 ボランティアが電話します。健康状態や日常生活で困
っていることなどを話してください。料金は無料です

高齢者等
地域見守り

高齢者か障がい者 新聞配達員や郵便局員などが、配達・集金で訪問した
ときに、新聞がたまっているなど普段と様子が違うと
感じたら、高齢者支援課に連絡します

お試し在宅
サービス

要介護認定を受け、介護保険施設
や医療機関に入所・入院している
高齢者

在宅での生活を目指して一時帰宅するときに、介護保
険と同様のサービスが受けられます
自己負担は、掛かった費用の１割です

緊急通報
システム

近隣にお住まいの協力員を確保で
きる１人暮らしの高齢者か重度の
身体障がい者で、持病がある方

急病などの緊急事態を通報できる装置や、ペンダント
型発信機を貸し出します。熱・煙・ガスセンサーも一
緒に取り付けることができます
所得に応じて自己負担があります

いどころ発
信システム
導入費助成

外出したまま自宅に戻れなくなる
恐れがある40歳以上の方を介護す
る方

居場所を確認できる、検索システム端末機を導入する
費用を助成します
限度額は、7,000円です

ロードヒー
ティング
設置費補助

70歳以上の方か重度の障がい者だ
けの世帯

設置費用の３分の２（限度額20万円）を補助します
申し込みは随時受け付けますが、着工前に申し込んで
ください。降雪期までに工事を終えるには、10月31日
までに申し込みが必要です

成年後見制度 認知症や知的・精神障がいなどに
より、判断能力が十分でない方

自分の財産を管理したり、福祉サービスを受けたりす
るときなどに、後見人が援助します

救急情報キ
ット・
エルフィン
バトン

高齢者だけの世帯か、次のいずれ
かに該当する方
●身体障害者手帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳のいずれか
を持っている　●特別児童扶養手
当、特別障害者手当、障害児福祉
手当のいずれかを受給している
●障がい福祉サービス等、自立支
援医療、特定疾患医療のいずれか
の受給者証を持っている

持病や飲んでいる薬の内容などを記入して、冷蔵庫に
保管するケースです
緊急時に話ができない状況でも、駆け
付けた救急隊などに必要な情報を伝え
られます
＊詳しくは、本紙２月１日号をご覧く
ださい。

高齢者
支援課
内線811
・

福祉課
内線812

移送サービス 要介護４以上か、下肢か体幹機能
に重度の障がいがあって、移動に
車いすなどを利用し、ホームヘル
パーの介助が必要な方

市内や札幌市、江別市、恵庭市などの医療機関に通院
するときや、入・退院、施設入所、補装具の判定のた
めに移動するときに利用できます
行き先によって、１回250～1,000円が掛かります

福祉課
内線813

入して、冷蔵庫に

駆け
伝え

ご覧く

高
支
内

の医療機関に通
判定

　高齢者の皆さんが明るく健康に暮らしていくための、
さまざまなサービスがあります。
　介護保険以外の在宅福祉サービスを紹介します。
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名称・連絡先 担当地区
みなみ高齢者支援センター
白樺町１丁目8-2・☎372-8110 北広島団地地区

きた高齢者支援センター
西の里347-4・☎375-5888

共栄、共栄町、東共栄、北の
里、美咲き野、西の里地区

にし高齢者支援センター
大曲南ヶ丘１丁目1-5・☎370-3922 大曲地区、西部地区

ひがし高齢者支援センター
新富町西１丁目1-12・☎211-8520

美沢、中央、朝日町、稲穂町
西・東、新富町西・東、南の
里、東の里、中の沢、富ヶ岡

名称・連絡先 担当地区
地域支え合いセンター
白樺町１丁目7-2・☎378-4277 市内全域

■問合せ　高齢者支援課（☎ 372-3311 内線 805）

　介護・健康・医療など、高齢者や家族からのさまざまな相談
に保健師や社会福祉士、主任介護支援専門員などが応じます。

サービス名 対象 内容 問合せ
庭先収集 要介護認定を受けているか身体障

害者手帳をお持ちで、自分でごみ
ステーションまで運べない方

自宅の玄関先から、ごみを収集します 環境課
内線826

ごみ袋助成 紙おむつの購入助成を受けている
か、要介護４以上で常時紙おむつ
を使用している方　

指定ごみ袋を交付します 環境課
内線827

日常生活の
自立支援

日常生活の中で、判断に不安があ
る高齢者か障がい者

生活支援員が自宅を訪問し、福祉サービスの利用や日
常的な金銭管理などの支援をします
１時間1,200円と生活支援員の交通費が掛かります

社会福祉
協議会
☎372-
1698車いすの無

料貸し出し
一時的に車いすが必要な方 最長６カ月間、無料で貸し出します

サービス名 対象 内容 問合せ
認知症高齢
者等ＳＯＳ
ネットワーク

外出したまま自宅に戻れなくなる
恐れがある高齢者か障がい者

行方不明になったとき、地域の協力機関に情報を提供
します。協力機関は、日常業務の中で行方不明者を発
見したり連絡を受けたりした場合、速やかに警察や高
齢者支援課に連絡します。申し込みには、登録する方
の写真と、同意者である家族の印鑑が必要です

高齢者
支援課
内線805

介護する
家族を支援
する事業

家族を介護している方　 介護についての勉強会や情報交換をして、介護してい
る方の負担を軽減します　

認知症支え
合い事業

認知症の方か、予防が必要な方 心身の活性化や家族の介護負担を軽減するため、支え
合い員が訪問して、話し相手や見守りをします
１回300円が掛かります

地域支
え合い
センター
☎378-
4277

サービス名 対象 内容 問合せ
ミニデイ
サービス

高齢者 高齢者が家に閉じこもらず、周りの人と触れ合いなが
ら地域で暮らし続けるための、市民の自主的な取り組
みです
生きがいづくりや心身機能の維持・向上のためのゲー
ム、体操、手芸などがあります

高齢者
支援課
内線805

地域の
お茶の間
ふれあい
温泉
入浴助成

65歳以上の方
対象の温泉施設　
●竹山高原温泉（富ヶ岡）
●札幌北広島クラッセホテル楓

ふうふう

楓
（中の沢。土・日曜、祝日を除く）
●里の森天然温泉森のゆ（西の里。
パークゴルフ場利用者の温浴施設）

１回300円を助成する温泉入浴助成券を交付します
＊助成券は、温泉施設で交付します。自動車運転免許
証や健康保険証など、住所・氏名・年齢が確認できる
ものをお持ちください。12枚つづりで全施設共通です

助成券の交付は年１回に限ります

長寿祝い金 満100歳の誕生日を迎えた方 祝い金を贈呈します

集します

　認知症の方の話し相手や見守りを行うボ
ランティアの派遣・養成、認知症の理解を
深める認知症サ
ポーター養成講
座の講師派遣な
どに応じます。

ボランティア派遣などの相談は、
地域支え合いセンターへ

認知症の方を支援する介護などの相談は、お近くの高齢者支援センターへ


